
※議論内容の詳細については、後日発行の「ぎょうむそくほう」をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「基本協約」改訂 第５回団体交渉 

福利厚生制度の一層の充実等について議論  
８月 30 日、ＪＲ東海ユニオンは「基本協約」改訂に向けた第５回団体交渉を

行い、議論を展開した。 

今回の団体交渉では、充実した人生を支える福利厚生制度の一層の充実として、
住宅環境の整備や、健康管理及びメンタルヘルスケア、各種ハラスメント対応の
充実・強化、制服等を始めとする被服類の改善など、多岐にわたり幅広く議論を
展開した結果、「特別表彰（三章）と永年勤続者表彰の記念品に「ＪＲ東海ＭＡ
ＲＫＥＴ」と「いいもの探訪」で使える「いいものポイント」を新たに追加する」
ことなどを確認した。 

ＪＲ東海ユニオンは引き続き、職場の実態をしっかり伝え、「将来にわたる会
社の発展と組合員・家族の幸せ実現」に向けた粘り強い交渉を展開していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.585
2022 年 ８ 月 30 日 

【主な議論内容】 ※項目番号は、申入れ資料のNo.とリンクしています。 

Ⅳ．福利厚生制度の一層の充実 

１． 拡大する業務領域に対応した住宅環境の整備を始めとした福利厚生の充実 

✓住宅補給金の改善  ✓承認住宅等の柔軟な対応  ✓社宅、寮に関する諸課題改善 

２．健康管理およびメンタルヘルスケア、各種ハラスメント対応の充実・強化 

✓安全衛生活動  ✓熱中症対策および予防  ✓各種ハラスメント対応 

✓インフルエンザ予防対策  ✓各種感染症予防（新型コロナ感染症含む） 

✓人間ドックの充実  ✓ＳＡＳ検査受診箇所拡大  ✓宿泊施設の環境整備 

✓健康管理を重視した各種取組み  ✓組合員・家族へ感謝を伝える取組み 

３．被服等の改善 

✓制服着用の柔軟な対応  ✓制服貸与枚数の拡充  ✓完全クールビズ化 

                      など 

特別表彰（三章）と永年 

勤続者表彰の記念品に 

「ＪＲ東海ＭＡＲＫＥＴ」と 

「いいもの探訪」で使える 

「いいものポイント」の 

新規追加を確認 


